
エリア内の循環交通
（デマンドバス等）

■空き家等を活用した
テレワーク拠点等の整備 ■人が集まり交流が生まれる

コミュニティ拠点の形成

■観光地の高付加価値化

■二地域居住者の住まい、
仕事等のマッチング支援

地域内外を結ぶ公共
交通サービスの確保

地域内外を結ぶ道路等の
交通ネットワークの整備

人が集まり生活していくために
必要なインフラの機能確保

自動運転車両の開発 ×道路インフラからの支援

■自動運転の実用化

中核となる
拠点エリア

■バリアフリー・ユニバーサル
デザインの推進

地域の
中心エリア

■インフラ分野 ■交通分野

◆まちの現状等を「見える化」し、都市の集約化を加速
◆広域での計画策定を誘導

◆日常行動圏内に生活関連サービスを集積
その周辺に居住を集約・誘導し、
交通アクセスを総合的に確保

◆「地域の足」、「観光の足」確保に向けた
取組を総合的に後押し

立地適正化計画に基づく
都市機能の誘導・集積

◆広域ネットワークにより
地域の経済圏を拡大

■地方のまちの顔にふさわしい
民間都市開発プロジェクトの促進

「交通空白」の解消
（多様な関係者の
連携・協働の推進等）

支援団体

■居住を誘導する地域
■人口や機能が低密度に存在する地域

【共通メッセージ】 人口減少という危機を好機に変え、一人ひとりが豊かさと安心を実感できる持続可能な活力ある経済・社会を実現

社会資本整備と交通政策を、「車の両輪」として連携・整合を図り、相互の取組の相乗効果が得られるよう、一体的に施策を実行

【社会資本整備と交通政策の一体的な施策実行のイメージ】

首都圏空港等の機能強化

新幹線等の幹線鉄道
ネットワークの拡大

海外との人流円滑化を支える
インフラの機能強化

輸送ニーズの
マッチング

陸海空の多様な輸送モードを
活用した新モーダルシフトの推進

三大都市圏等の
環状道路等の整備

物流ネットワークを支える
道路・港湾等の整備

２次交通の機能強化

外国人観光客の
受入環境の整備

観光地における
多言語対応

コンテナの
大型化

内航フェリー・RORO船
ターミナルの機能強化

都市の国際競争力強化

i-Construction2.0の推進

インフラの老朽化対策

■インフラ分野 ■交通分野

生産性向上・持続的な経済成長の実現
強靱な交通・物流ネットワーク構築によるヒト・モノの円滑な流れの実現

社会資本整備重点計画と交通政策基本計画の一体的な策定について

社会資本整備重点計画と交通政策基本計画の両計画が、インフラ分野と交通分野で関連する
施策を双方に盛り込み、インフラ分野と交通分野の関係を明らかにする。

施策を相互に
盛り込む

共通のメッセージ
を発信する
一体的な

進捗管理を行う

持続的な地域社会の形成
日常生活に必要なサービスが集積し、安心して暮らせる生活環境を構築

両計画で関連する各施策分野ごとに、指標等を用いて一体的な進捗管理を行う。

※ 具体的な進捗管理の進め方については、別途、社整審・交政審計画部会において方針を策定し、一体的にフォローアップ

地域の
生活拠点

両計画で共通する視点(共通認識）と目指すゴールを、共通のメッセージとして盛り込む。
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